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神
戸
女
子
大
学
の
活
動
報
告

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
招
へ
い

医
学
部
生
ら
日
本
型
福
祉
等
学
ぶ

神
戸
女
子
大
学
は
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援

に
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
立
大
学
で
あ
る
ウ
ダ

ヤ
ナ
大
学
医
学
部
看
護
学
科
３
回
生
３
名
と
教
員
１

名
を
福
祉
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
招
へ
い
し
た
。
ウ
ダ

ヤ
ナ
大
学
と
本
学
と
は
２
０
１
０
年
１
月
に
学
術
交

流
協
定
を
結
び
、
学
生
研
修
交
流
や
国
際
共
同
研
究

を
継
続
し
て
い
る
。

ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
の
４
名
は
、
今
年
７
月
24
日
〜
８

月
２
日
の
10
日
間
、
社
会
福
祉
学
科
に
お
い
て
、

「
日
本
型
福
祉
」
の
原
理
・
原
則
を
学
ん
だ
の
ち
兵

庫
県
内
の
福
祉
施
設
、
連
携
の
近
隣
大
学
、
京
都
・

奈
良
の
文
化
施
設
を
巡
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。

兵
庫
県
・
京
都
市
内
の
福
祉
現
場
に
お
い
て
は
、
認

知
症
ケ
ア
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
福
祉
の

専
門
性
を
確
認
で
き
る
研
修
や
、
震
災
を
経
験
し
た

神
戸
の
世
界
に
先
駆
け
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

重
要
性
を
学
ぶ
機
会
も
あ
り
充
実
し
た
10
日
間
で
あ

っ
た
と
評
価
を
受
け
た
。

【
７
月
24
日
】

ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
医
学
部
看
護
学
科

の
エ
ミ
イ
講
師
と
学
生
の
３
名
が
、
須
磨
キ
ャ
ン
パ

ス
で
多
畑
理
事
長
、
栗
原
学
長
、
野
口
国
際
交
流
推

進
委
員
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。

学
生
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
負
を
述
べ
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
期
間
中
に
学
び
た
い
こ
と
や
挑
戦
し
た
い
こ
と

な
ど
を
伝
え
意
欲
的
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。
本
学

文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
に
留
学
し
て
い
る
ウ
ダ

ヤ
ナ
大
学
日
本
語
学
科
の
学
生
も
参
加
し
、
両
大
学

間
の
さ
ら
な
る
交
流
が
深
ま
る
機
会
と
な
っ
た
。
最

後
に
、
エ
ミ
イ
講
師
よ
り
栗
原
学
長
へ
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
大
学
か
ら
も
各
学
生
に
文
具
な
ど
が
贈
呈
さ

れ
た
。

【
７
月
25
日
】

神
戸
女
子
大
学
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
「
日
本
型
福
祉
」
を
学
ん
だ
。

学
生
ら
は
、
い
ま
日
本
が
抱
え
て
い
る
「
閉
じ
こ
も

り
・
晩
婚
化
・
少
子
高
齢
化
・
８
０
５
０
問
題
」
等
、

日
本
の
経
済
的
発
展
と
同
時
に
生
ま
れ
た
家
族
の
持

つ
機
能
の
低
下
・
地
域
社
会
の
脆
弱
化
に
対
す
る
課

題
に
対
し
て
大
き
な
研
究
意
欲
を
見
せ
た
。
活
発
な

質
疑
応
答
が
印
象
的
で
あ
る
。

【
７
月
26
日
】

日
本
の
医
療
・
福
祉
の
中
で
も
、

社
会
保
障
・
医
療
福
祉
・
年
金
制
度
・
介
護
保
険
の

知
識
を
学
ぶ
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
福
祉
が
整
備
さ
れ

る
自
国
に
有
益
な
知
見
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

神
戸
女
子
大
学
の
学
生
と
と
も
に
日
本
の
介
護
、

「
介
護
の
暗
黙
知
」
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
国
内
、
ア
ジ
ア
、
世
界
の
福
祉
に
つ
い
て

討
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
の
視
点
で
研

究
交
流
を
行
っ
た
。

ま
た
、
「
事
例
に
基
づ
く
支
援
の
実
際
」
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
た
。
19
歳
か
ら
事
故
に
よ
る
脊
髄
損

傷
の
後
遺
症
に
よ
り
車
い
す
生
活
を
送
る
Ｍ
さ
ん
か

ら
、
障
害
の
受
容
・
リ
ハ
ビ
リ
・
自
立
し
た
生
活
な

ど
具
体
的
な
話
を
聞
き
、
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な

支
援
を
整
え
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

【
７
月
27
日
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
の
園
・

介
護
老
人
保
健
施
設
垂
水
す
み
れ
苑
を
訪
問
し
た
。

生
活
支
援
・
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
視
察
し
、
設
備
や
介

助
の
様
子
、
看
護
師
の
役
割
な
ど
を
見
学
し
た
。
ユ

ニ
ッ
ト
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
に
「
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
」
を
披
露
す
る
と
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
り
、
踊

り
の
輪
の
中
に
加
わ
っ
た
り
と
、
高
齢
者
の
方
た
ち

に
と
て
も
喜
ば
れ
た
。

【
７
月
28
日
】

兵
庫
県
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
」
に
お
い
て
、
震
災
を
経
験
し
た
神
戸
の
世
界
に

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激
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＝

泉	妙子
（神戸女子大学
健康福祉学部　　
社会福祉学科教授）
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先
駆
け
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
学
ん

だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
震
事
例
と
し
て
、
子
守
歌

に
よ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
語
り
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
大
変
驚
い
て
い
た
。
学
ぶ
面
白
さ

に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
確
認

で
き
た
。
神
戸
中
央
区
「
港
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
」
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
互
助
グ

ル
ー
プ
と
し
て
、
皆
で
支
え
あ
う
活
動
に
参
加
し
、

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
た
。
今
回
の
研
修
の

中
で
一
番
印
象
的
で
あ
っ
た
と
２
名
の
学
生
が
答
え

て
い
る
。
頭
の
体
操
や
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
、
介
護
予
防
の
意
義
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

【
７
月
29
日
】

京
都
華
頂
短
期
大
学
に
お
い
て
、

在
学
生
と
と
も
に
演
習
授
業
に
参
加
し
た
。
そ
の
後

世
界
遺
産
で
あ
る
清
水
寺
を
訪
問
し
、
日
本
の
文

化
・
歴
史
に
触
れ
る
時
間
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
日
本

の
暑
さ
に
驚
い
た
が
、
京
都
の
魅
力
・
文
化
に
圧
倒

さ
れ
日
本
の
歴
史
を
感
じ
る
一
日
と
な
っ
た
。

【
７
月
31
日
】

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
大
学
４
大
学

連
携
先
で
あ
る
、
兵
庫
医
科
大
学
と
神
戸
学
院
大
学

を
訪
問
。
兵
庫
医
科
大
学
で
は
、
助
産
師
を
目
指
す

コ
ー
ス
の
学
生
と
交
流
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
の
実

際
を
見
学
し
た
。
神
戸
学
院
大
学
で
は
、
昼
食
を
神

戸
学
院
の
学
食
で
食
べ
、
他
の
学
生
と
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
だ
。
窓
か
ら
は
、
実
習
船
が
両
大

学
西
側
に
着
岸
し
て
い
る
姿
が
見
え
、
ポ
ー
ト
ラ
イ

ナ
ー
か
ら
は
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
が
入
港
し
、
港
町
神
戸
の
雰
囲
気
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。
４
大
学
連
携
事
業
の
説
明
を

受
け
、
今
回
の
両
大
学
見
学
が
可
能
に
な
っ
た
背
景

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
研
修
は
、
日
本
の
福
祉
の
現
状
と
課
題
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
「
介
護
の
暗
黙
知
と
可
視
化
」
と

い
う
日
本
型
福
祉
の
紹
介
で
あ
る
。
研
修
背
景
と
し

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
あ
る
ウ
ダ
ヤ
ナ
大

学
の
学
生
は
、
医
学
部
を
は
じ
め
日
本
留
学
に
人
気

が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
学
科
の
学
生
は
、
日
本
語

を
生
か
す
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
業
界
に
職
を
得
る
た
め
、

日
本
人
以
上
に
歴
史
や
文
化
を
学
ん
で
い
る
現
状
が

あ
っ
た
。
２
０
１
６
年
よ
り
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
福
祉
分
野
の
学
習
を
加

え
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
の
教
育
の
中
に
新
し
い
研
究
フ

ィ
ー
ル
ド
（
社
会
福
祉
・
介
護
福
祉
・
精
神
福
祉
）

を
紹
介
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
事
業
の
支
援
に
よ
り
、
さ
ら
に
学
生
ら
の
間

で
日
本
に
対
す
る
社
会
福
祉
分
野
に
も
興
味
関
心
が

高
ま
っ
た
と
言
え
る
。

◎
今
後
の
展
望

研
修
終
了
後
、
神
戸
女
子
大
学
で
は
次
な
る
国
際

交
流
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
「
国
際
健
康
福
祉
プ
ロ
グ

ラ
ム
Ⅰ
」
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
神
戸
女
子
大
学
健

康
福
祉
学
部
７
名
（
社
会
福
祉
学
科
６
名
・
健
康
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
学
科
１
名
）
は
海
外
研
修
と
し
て
、
８

月
２
日
か
ら
12
日
ま
で
の
10
日
間
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学

医
学
部
主
催
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
さ
ら
に

10
月
に
は
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
医
学
部
よ
り
２
名
の
教

授
が
国
際
医
学
会
出
席
の
為
来
日
し
特
別
講
義
が
実

施
さ
れ
た
。

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、

福
祉
の
充
実
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
本

研
修
の
テ
ー
マ
で
あ
る
介
護
に
対
す
る
「
暗
黙
知
」

の
存
在
と
「
可
視
化
」
の
重
要
性
と
実
践
は
研
究
が

進
め
ら
れ
る
分
野
で
あ
る
。
日
本
が
失
っ
た
家
族
機

能
や
地
域
で
支
え
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
徒
で
あ
る
バ
リ
の
人
々
の
中
に
「
暗
黙
知
」

と
し
て
存
在
し
、
生
活
の
中
で
は
福
祉
の
心
が
深
く

根
付
き
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
を
知
ら

な
く
て
も
支
え
合
う
人
と
人
と
の
絆
が
確
認
で
き
る
。

バ
リ
の
人
々
に
根
づ
く
家
族
機
能
や
地
域
力
を
失
わ

な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
意
味
や
価
値
を
正
し
く
継

承
で
き
る
専
門
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
大
学
教
育
に
た
ず
さ
わ

る
研
究
者
の
新
し
い
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
の
拡
大
と
日

本
の
研
究
者
と
の
教
育
連

携
・
研
究
交
流
を
継
続
す

る
必
要
性
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
の
機
会
は
、
必
ず

ア
ジ
ア
の
将
来
を
担
う
若

い
学
生
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
も
の
と
予
想
で
き

る
。
若
い
学
生
が
日
本
の

福
祉
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
将
来
の
自
国
を
背
負

う
専
門
職
と
し
て
活
躍
で

き
る
こ
と
を
引
き
続
き
応

援
し
て
い
き
た
い
。

多畑理事長、栗原学長らと懇談する招へい学生ら（7月24日）

兵庫医科大で、赤ちゃんの沐浴を見学（７月31日）




